
はじめに

有機－無機ハイブリッド材料は，有機材料単

独もしくは無機材料単独では得られない物性を

有する材料として様々な分野で盛んに研究が進

められている。その中でもケイ素を含んだ新し

いポリマー，特にポリシルセスキオキサン骨格

を有する材料はエレクトロニクス，フォトニク

スやその他の分野で無機シリコン化合物に替わ

るものとして期待されている。

「シルセスキオキサン」は，図１に示す，

（RSiO１．５）ｎの構造を有するネットワーク型ポリ

マー，または多面体クラスターであり，３官能

性シランを加水分解，縮合することで得られ

る。これらの構造のうち，かご状骨格のものは

柔軟なシロキサン系材料に剛性を付与する構造

として，有機系官能基の導入が容易であること

と併せ，有機－無機ハイブリッド材料を構成す

るユニットとして非常に有用である。

有機－無機ハイブリッド材料の特性

反応性官能基を有するかご状シルセスキオキ

サンと有機化合物との共重合体（Type－A）

の代表的な特性を表１に示す。

一般的な無機ガラスとの比較において，Type
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図１ シルセスキオキサンの構造
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－Aは剛性，寸法安定性（線膨張係数）では

遠く及ばないが，光学的な特性，耐傷付き性に

おいてはガラスに迫る特性を有しており，かつ

比重ではガラスの約１／２と軽量化に有効であ

る。

他方，代表的な有機ガラスであるポリメチル

メタクリレート（ＰＭＭＡ），ポリカーボネー

ト（PC）との比較では，耐熱性，光学等方性，

耐傷付き性において優れている。

図２，３にType－Aの熱的挙動の測定例を

示す。Type－Aは３００℃まで昇温してもわず

かな弾性率低下に留まっており明瞭なガラス転

表１ 各種透明材料との特性比較

図２ 動的粘弾性挙動 図４ 分光透過率測定結果

図３ 線膨張挙動（熱機械分析） 図５ リタデーション測定結果
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移を示さない。熱機械分析（ＴＭＡ）では線膨

張係数は約４０ppm/Kと無機フィラー等で変性

しない透明プラスチックでは最高レベルの値を

示す。

図４，５に光学特性の測定例を示す。Type－

Aは可視光の波長領域ではガラス，PMMA同

等の透過率であるが，紫外光領域ではガラスと

PMMAの中間的な性質を示す。可視光波長領

域におけるリタデーションは全波長領域におい

てほぼ０であり，光学等方性に優れた材料であ

る。

応用展開

上記の諸特性を生かし，新日鐵化学では有機

－無機ハイブリッド材料を用いた素材をシルプ

ラス�フィルムとしてディスプレイ周辺部材を

中心とした商品展開を図っている。以下，展開

の一例を紹介する。

１．LCDパネル前面保護板

携帯電話，デジタルカメラ等において，液晶

セル前面に位置し，保護機能と意匠性付与を主

目的として使用される。昨今のトレンドとして

薄型化が急速に進展する中で，安全性担保には

飛散防止機能が必要である。本用途に対して

は，下記表２に示すＪ１００が適している。

Ｊ１００は耐衝撃性，特に破壊時にも飛散しない

特性を付与したグレードである。

２．タッチパネル上部基板

タッチパネル上部基板には，透明導電膜

（ITO）を形成する必要があり，広面積でバラ

ツキのない抵抗値を実現するには，成膜時のプ

図６ 落錘試験時の破壊状況

図７ TMA繰り返し昇降温時の寸法変化

表２ シルプラス�フィルムの特性一覧
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ロセス温度において寸法変化の安定性を有して

いる必要がある。図７にＭ１００フィルムの繰り

返し熱履歴時の寸法変化を示す。Ｍ１００フィル

ムは寸法安定性に優れており，特に低抵抗透明

導電膜の形成に有効である。

最後に

有機－無機ハイブリッド材料は，現時点では

無機ガラスと有機系ポリマーの中間的性質を有

した材料であるが，今後の展開においては用途

に応じた更なる材料特性の向上が必要である。

ガラスの特性に近付けて行くことも一つの方向

ではあるが，むしろ「ガラスでは実現困難な」

をキーワードにフレキシビリティー，形状付与

の容易さ等を生かした展開を志向すべきであろ

う。
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